
「平成 28 年度 中国・四国セミナー」 

(2016 年 10 月 22 日（土）・於：岡山コンベンションセンター ママカリホール) 

 

 

 

1.開催日時： 2016 年 10 月 22 日（土） 

2.開催場所： 岡山市・岡山コンベンションセンター ママカリホール 

3.プログラム： 

【午前の部）】医療事故対応 

座長：中村憲二（回生病院 名誉院長） 

１．有害事象発生時の現場保存と院内での事故調査 

味木徹夫（神戸大学医学部附属病院 特命教授） 

２．現場保存における看護師長の役割 

岡本規子（神戸大学医学部附属病院 副看護部長） 

３．医療事故の患者への説明：事故直後の現場での説明と組織としての説明 

児玉聡（京都大学大学院 准教授） 

 

【午後の部】臨床倫理 

座長：榎美穂（国立病院機構 呉医療センター 副看護部長）  

１．診療関連死の警察届出 

‐転倒・転落による死亡事故は届出が必要か等、医師法 21条に関する諸論点について 

前田正一（慶應義塾大学大学院 教授） 

２．守秘義務と個人情報保護 



‐家族への情報開示はどのような場合に認められるのか等、関連する諸論点について 

横野恵（早稲田大学 准教授） 

 

【会員セミナー】 

司会：田中信一郎（国立病院機構 徳島病院 院長）  

患者説明に耐えうる記録の作成と、院内における質的監査 

嶋崎明美（国立病院機構 姫路医療センター 教育研修室長） 

 

参加者：約 200 名 

 

以上 


